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 第３四半期の業績について、売上高は、＋８．６％、＋１，０５２億円の増収の１兆
３，２６６億円となりました。これは、「ガスセグメント」において、都市ガス販売量は減
少したものの、原料費調整に伴う単価増等による都市ガス売上の増加により＋５５３
億円の増収となったことに加え、「電力セグメント」が小売件数増加に伴う販売量増
加により４０９億円の増収となったこと、「エネルギー関連セグメント」がエンジニアリ
ングソリューションの売上増により２１３億円の増収となったことが、主な要因です。 

 営業費用は、「ガスセグメント」におけるフレーム影響等に伴う単価増等による都
市ガス原材料費の増加、「電力セグメント」における小売販売量増加に伴う電力営
業費用の増加等により、＋１２．６％、１，４５４億円増の１兆２，９８８億円となりました
。 

 この結果、営業利益は▲５９．２％、▲４０３億円減の２７７億円、経常利益は▲５９
．９％、▲３９１億円減の２６２億円と、それぞれ減少しました。 

 さらに、既に第２四半期時点で計上しておりました、特別利益としての固定資産
売却益、特別損失としての有価証券評価損に加えて、当期新たに投資有価証券
売却益６２億円を計上しました。これらにより、親会社株主に帰属する当期純利益
は、▲２８．４％、▲１３７億円減の３４６億円となりました。 

 なお、投資有価証券評価減▲６５億円は、海外投資案件に関わるものであり、前
回発表時の▲６３億円から為替変動を反映し、▲６５億円としております。 
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 ガス販売量についてご説明いたします。 

 第３四半期の都市ガス販売量は、▲２．７％、▲２億９千６百万m3減の、１０６億３
千７百万m3となりました。 

 ガス販売量の減少は、平均気温が前年より＋１．４℃と非常に高かったことによる
▲１億９千４百万m3の減少および小売お客さま件数の減少による▲７千５百万m3

の減少が主な要因です。 
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 続いて、電力販売量についてご説明いたします。 

 第３四半期の電力販売量は、全体では＋４．８％、５億６百万kWh増の１０９億９千
８百万kWhとなりました。 

 小売が、契約件数の増加により４７．５％増の４２億９千５百万kWhとなりました。小
売件数はキャンペーンの効果もあり順調に増加しており、１２月末現在では１６２万
７千件のお客さまに供給しております。 

 一方、卸他については、自社電源を小売にシフトしたこと等により、▲１１．６％減
の６７億３百万kWhとなりました。 

 



 ５ページには、セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセ
グメント利益とその増減を記載しております。 
 ２０１８年度よりセグメントの一部を変更しておりますので、前年同期実績について
は、新セグメントに組み替えた値を「移行後」として表示しております。 
 セグメント利益については、「ガスセグメント」の利益減少▲４０２億円が、全体利
益を押し下げております。 
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 ガスセグメントは▲４０２億円の減益の内、都市ガス粗利は▲３４１億円の減益で
すが、高気温影響による▲１２６億円および油価上昇によるスライド影響▲１８９億
円といった補正項目を除いた減益額は▲２６億円にとどまっております。 
 また、都市ガス固定費増加による減益影響は▲４５億円ですが、年金数理差異等
による退職手当増▲７１億円を除いた固定費は減少しております。 
 続いて電力セグメントですが、▲４４億円の減益となっております。小売り件数・販
売量が増加したことによる粗利増があるものの、油価上昇に伴う電源費用単価増、
いわゆる期ズレの他、販売量増加に伴う外部電源調達量の増加等による電源調達
単価上昇および小売販売経費の増加により、減益となりました。 
 海外セグメントについては、７２億円の増益となりました。昨年度に稼働開始した
海外上流プロジェクトのゴーゴンプロジェクトにおける販売量増および初年度のコス
ト負担が一段落したことによる増益の他、油価の上昇に伴い上流プロジェクトの利
益が増加しております。 
 エネルギー関連セグメントについては、２７億円の増益となりました。大規模受注
物件の工事進行に伴う、売上高の増加および利益率の改善が主な増益要因とな
っております。 
 第３四半期実績のご説明については、以上となります。  
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 ２０１８年度通期の見通しについて、10月31日に発表いたしました前回見通しとの
比較でご説明申し上げます。 

 ２０１８年度通期につきましては、減収増益と見通しております。見通しの前提とな
る１月以降の経済フレームは、為替レートは前回から変更なく１ドル１１０円、原油価
格については１バレル７５ドルから６５ドルに、１０ドル引き下げております。 

 売上高は▲０.６％、１３０億円減収の２兆１０億円を見通しております。これは、「ガ

スセグメント」において、第３四半期の高気温に伴い都市ガス販売量が減少した実
績を織り込んだこと等により、１２９億円の減収となったことが、主な要因です。 

 営業費用は▲１.０％、１９０億円減の１兆９，１１０億円となりました。「ガスセグメント
」における、都市ガス販売量の減少に伴う原材料費の減少、諸経費および減価償
却費の減少が主な要因です。 

 この結果、営業利益は＋７.１％、６０億円増の９００億円、経常利益は＋７.２％、６
０億円増の８９０億円、親会社株主に帰属する当期純利益は、＋４.８％、４０億円増
の８７０億円と、それぞれ増加しました。 
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 ガス販売量は、前回見通しとの対比で▲１.３％、１億９千５百万m3の減少としてお
り、その内、気温影響は▲０.４％、▲６千３百万m3です。前回見通しからの修正は、
１２月までの実績を反映させたほか、一部の大口のお客さまの第４四半期のご使用
量について下方修正を行っております。 
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 続いて、電力販売量および件数についてご説明いたします。 

 電力販売量は、前回見通しとの対比で＋２.３％、３億６千２百万kWhの増加と見
通しております。今後の目標件数は、前回と同様、２０２０年度末に２４０万件として
おります。 

 



 １１ページに、セグメント別の売上高、およびセグメント利益の見通しとその増減を
記載しております。 
 セグメント利益については、ほとんどのセグメントにおいて増益となっております。 
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 ガスセグメントの増益２１億円の主な要因は、都市ガスの２９億円増益によるもの
です。高気温等による販売量減少により粗利が２８億円減少しますが、諸経費・減
価償却費の減少による固定費の減少５７億円を見込んでいます。 
 続いて電力セグメントですが、１３億円の増益となっております。小売り件数・販売
量の増加による粗利増に加え、油価上昇に伴う販売単価の増、いわゆる期ズレ、
および小売販売経費以外の諸経費の減少が主な要因となります。 
 海外セグメントについては、上流プロジェクトにおける販売量の増加等により、１１
億円の増益と見通しております。 
 エネルギー関連セグメントについては、２０億円の増益を見通しております。エン
ジニアリングソリューションにおける設備修繕費の減少が、主な要因となります。 
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 前年度実績と対比した、セグメント別の売上高およびセグメント利益の見通しと、そ
の増減については、１３ページと１４ページを参照ください。 
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１５ページには、２０１８年度のキャッシュフローの使途をお示ししております。 
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１６ページには、連結ベースの主要計数を掲載しております。 
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巻末には、参考資料掲載しております。経済フレームによる粗利感度表、拡充を図
っているご家庭用向けサービスについて全体像をまとめたもの、主なプレスリリース
一覧、海外プロジェクト一覧、電力・都市ガスのスイッチング件数の推移でございま
す。是非、ご参照ください。 
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 ２０１８年１１月～１２月に、新たなサービスおよび今後の方向感についてプレスリリ
ースを行いましたので、改めてサービスの全体像をまとめたものです。 
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